
■課題解決チャレンジ事業＜令和６年度～令和７年度＞ 
（水戸）生涯学習センター 

 
１ 現状と課題 
 

〇保護者や家庭 
・核家族化、少子化等の社会の変化や地縁的なつながりの希薄化に伴う、家庭の教育力の低下 
・仕事で忙しい家庭や、悩みを抱え孤立しがちな家庭など、様々な課題を抱えた家庭の増加 
・地域全体で親子の「学び」や「育ち」を支える地域力の低下 

〇自治体 
・家庭教育支援と子ども・子育て支援に係る関係各課の情報共有や事業最適化 
・「家庭教育・こども・子育て」支援に係る人材不足を要因とした、支援の質や範囲の制限 
・子育て当事者への支援情報の普及（※子育て当事者…親や保護者、その他の関係者） 

２ 期待される効果 
 

〇「家庭教育・こども・子育て」支援に関する事業の一体的推進 
・関係各課の密な情報共有、連携促進 
・「家庭教育・こども・子育て」支援に係る行政サービスの効果的な情報提供  
・「家庭教育・こども・子育て」支援に関わる人材育成及びネットワークづくり 
・保護者の家庭教育に関する知識やスキルの向上 
・保護者同士、地域人材と保護者のつながりづくり 
・地域全体で親子の「学び」や「育ち」を支える地域力の向上 

３ 事業実践方法 
(1)  概要（目的） 
○ 「家庭教育・こども・子育て」支援に関する事業の一体的推進を図ることにより、子育て当事者に向けた家庭教育
に関わる学びの場やつながりづくり、必要な行政サービスの情報提供の機会を創出する。  
○  「家庭教育・こども・子育て」支援に関わる人材育成及びネットワークづくりの機会を創出することで、子
育て当事者が、安心して子育てができる仕組みづくりを支援する。  

(2)  対象者 
対象地域（大洗町）の自治体職員、子育て当事者、地域人材、教職員等  

(3)  主な委員の構成（所属先等） 

所属 役職等 

大洗町教育委員会 教育長 

大洗町教育委員会学校教育課 社会教育主事  

大洗町教育委員会生涯学習課 生涯学習課長 

     〃  社会教育係長 Ｒ６  

     〃 社会教育係長 Ｒ７  

     〃   家庭教育担当  

大洗町こども課 こども課長 

    〃 保育係長  

    〃 子育て支援係長 

    〃 〃  主任  

茨城県水戸生涯学習センター（「以下、「水戸生涯」という。） 社会教育主事 Ｒ６  

      〃 社会教育主事 Ｒ７ 

      〃 社会教育主事  

   ※その他状況に応じて、必要なメンバーで構成する。  
(4)  具体的な取組について 
① 会議・交流会（議）等 

期日 内容 出席者等 

令和６年 
４月 11日（木） 

・事業趣旨説明 
・事業目的・内容、計画案、今後
の進め方の確認 

・大洗町教育長 
・大洗町生涯学習課（社会教育係長） 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当、副担当） 

令和６年 
４月 23日（火） 

・第３回関係者会議に係る打ち
合わせ 

・大洗町教育長 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（所長、次長、主担当） 

令和６年 
４月 25日（木） 

・こども課への事業趣旨説明 
・各課事業内容、課題等情報交換 
・今後のスケジュール確認 

・大洗町こども課（課長、子育て支援係長、主任） 
・大洗町生涯学習課（社会教育係長） 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当、副担当） 

「家庭教育・こども・子育て」応援プロジェクト 



令和６年 
５月 22日（水） 

・大洗町生涯学習課作成取組素案の共
有、検討（研修、実践について） 
・全体研修会打ち合わせ 

・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・大洗町生涯学習課（家庭教育学級担当） 
・水戸生涯（主担当、副担当） 

令和６年 
６月 28日（金） 

・家庭教育学級研修計画（内容、
日程等）の確認 
・今後のスケジュール確認（家庭教育
学級合同研修会、子育て情報紙発行等） 

・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当、副担当） 

令和６年 
7月 25日（木） 

・県の家庭教育推進状況等につ
いての情報交換 

・県生涯学習課（就学前教育・家庭教育推進室室長補佐） 
・水戸生涯（次長、主担当、副担当） 

令和６年 
10月９日（水） 

・令和６年度事業進捗状況報告 
・協議（子育て世代への情報提供、地域人材を活用した学
び・ふれあいの場づくりについて） 
・「家庭教育・こども・子育て支
援」の一体的推進に係る好 
事例紹介 

・大洗町こども課（課長、子育て支援係長、保育係長、主任） 
・大洗町生涯学習課（社会教育係長、家庭教育学級担当） 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・県生涯学習課（就学前教育・家庭教育推進室室長補佐、主任社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当、副担当） 

令和６年 
12月６日（金） 

・令和６年度実施状況確認及び
成果と課題の共有 
・子育て情報誌作成、地域人材
活用計画の確認 
・令和７年度計画の検討 

・大洗町生涯学習課 
（社会教育係長、家庭教育学級担当） 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当） 

令和７年 
１月７日（火） 

・子育て情報誌作成に係る各課
の掲載内容共有、検討 

・大洗町こども課（子育て支援係長、保育係長） 
・大洗町福祉課（障害福祉係長） 
・大洗町生涯学習課（家庭教育学級担当） 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当） 

令和７年 
１月 14日（火） 

・子育て情報誌作成に係る紙面
内容検討 

・大洗町生涯学習課 
（家庭教育学級担当） 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当） 

令和７年 
３月 10日（月） 

・令和６年度事業実績報告 
・令和７年度事業計画の確認、
協議 

・大洗町教育長 
・大洗町こども課（課長、子育て支援係長、保育係長、主任） 
・大洗町生涯学習課（課長、係長、家庭教育学級担当） 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・県生涯学習課（就学前教育・家庭教育推進室室長補佐、主査） 
・水戸生涯（主担当、副担当） 

令和７年 
５月１日（木） 
 

・事業趣旨確認 
・目的・内容、計画等の確認 
・地域人材を活用した支援体制の確立 

・大洗町生涯学習課係長 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当） 

令和７年 
11月11日（火） 
 

・事業の進捗状況について 
・子育て情報誌の改訂について 
・次年度の支援体制の確立について 

・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当） 

令和７年 
12月６日（土） 
 

・事業の進捗状況について 
・子育て情報誌の改訂について 

・大洗町生涯学習課係長 
・大洗町学校教育課（社会教育主事） 
・水戸生涯（主担当） 

令和８年 
２月 13日（金） 

・生涯学習フェスティバルについて 
・子育て情報誌の配付について 
・次年度の支援体制について 

・大洗町生涯学習課職員 
・大洗町学校教育課職員 
・大洗町こども課職員 
・水戸生涯（主担当） 

＜工夫点・留意点＞ 
・関係各課の密な情報共有や連携促進を図るため、大洗町社会教育主事が、学校教育課・生涯学習課・ 
こども課・福祉課をつなぐコーディネーターとなり、連絡・調整を丁寧に行った。 
② 研修・ワークショップ・講座等（※仕様書：事業実施方法 イ、ウ） 
ア 全体研修会 
〇目 的：家庭教育学級開設に係る共通理解を図る。 

期日 内容 対象者 

令和６年 
５月 28日（火） 

〇家庭教育学級開設打ち合わせ会 
・家庭教育についての説明（県・町の取組等） 
・家庭教育学級の共通目標、研修プログラ 
ム、年間スケジュール等の説明 

・町内各幼保小中学校家庭教育学級
担当者（22人） 

令和７年 
３月６日（木） 

〇家庭教育学級報告会  
・活動状況報告 

・町内各幼保小中学校家庭教育学級
担当者（20人） 



令和７年 
５月 20日（火） 
 

〇家庭教育学級開設打ち合わせ（会体会） 
・家庭教育学級の概要、地域人材の協力 
・水戸生涯からの支援（まなハピの説明） 

・町内各幼保小中学校家庭教育学級
担当者（14人） 
・地域人材（７人） 

令和８年 
３月５日（木） 

○家庭教育学級報告会 
・本年度の反省と今後の課題について 
・意見交流 

・町内各幼保小中学校家庭教育学級
担当者（13人） 
・地域人材（２人） 

＜工夫点・留意点＞ 
・令和６年度当初に開催される家庭教育学級の全体研修会までに、新しい家庭教育学級研修プログラムを開 
発するため、４回の関係者会議を開催した。 
・令和７年度当初の全体会では、地域全体で親子の「学び」や「育ち」を支える地域力の向上を図るため、
その核となる地域人材も参加し交流及び研修を深めた。 

 
イ 地域人材研修会 
○目 的：家庭教育学級や子育て支援に係る共通理解を図る。 
○回 数：４回 
期日 内容 出席者等 
令和７年 
５月 20日（火） 
 

○家庭教育学級開設打ち合わせ会（研修会） 
（第１部）研修会（第 1回おはなし会） 
 ・事業内容、協力内容の確認 

・地域人材５名 
・大洗町事務局職員２名 
・水戸生涯職員２名 計９名 

令和 7年 
7月 8日（火） 

〇研修会（第２回おはなし会） 
 ・チーム名称検討 
 ・すごろくトークづくり（大洗版） 

・地域人材８名 
・大洗町事務局職員１名 
・水戸生涯職員１名 計 10名 

令和７年 
11月 11日（火） 

○研修会（第３回おはなし会） 
 ・これまでの取組のふり返り 
 ・今後の予定の確認 

・地域人材９名 
・大洗町事務局職員３名 
計 12名 

令和８年 
２月 17日（火） 

○研修会（第４回おはなし会） 
 ・今年度の家庭教育学級のふり返り 
 ・次年度へ向けて 

・地域人材７名 
・大洗町事務局職員２名 
計９名 

＜工夫点・留意点＞ 
・家庭教育・こども・子育て支援への共通理解と地域人材間の親睦を 
深めるため、年間を通して複数回の研修会を実施した。地域人材が 
参加しやすいよう、場の設定や時間の設定を工夫した。 
・地域人材が「自分事」として活動に参加できるよう、町独自のすご 
ろくトークを作成したり、グループワークを積極的に取り入れた 
りするなど、研修内容を工夫した。 
・令和８年度からの訪問型家庭教育支援事業に向け、地域人材のチー 
ムを家庭教育支援チームとして登録した。なお、チーム名は、メン 
バーで協議して決定した。 
 
ウ 家庭教育学級（家庭教育with地域人材） 
〇目 的：地域人材を活用した、社会教育主事による家庭教育学級

プログラムの実施を通して、保護者の家庭教育に関す
る知識や子供への関わり方等のスキル向上を目指
す。また、保護者同士及び保護者と地域人材のつながりづ
くりを図る。 

〇回数：18回（町内幼保小中学校×２回）＋就学時健康診断３回 

期日 内容 対象者 

令和６年 
５月１日（水） 

・講義、ワークショップ「ほめ方・𠮟り方」 
・交流 

・大洗町立祝町幼稚園保護者、地域
人材等(10人) 

令和６年 
９月 20日（金） 

・講義、ワークショップ「自己肯定感を高 
めるには」 
・交流 

・大洗町立南小学校保護者、地域人
材等（34人） 
※水戸教育事務所主催管内家庭教育
支援担当者研修と同時開催 

令和６年 
９月 24日（火） 

・講義、ワークショップ「ほめ方・𠮟り方」 
・交流 

・大洗町立第一保育所保護者、地域
人材等（18人） 

令和６年 
10月４日（金） 

・講義、ワークショップ「自己肯定感・思春期の子どもとの関り方」 
・交流 

・大洗町立大洗小学校保護者、地域
人材等（26人） 

令和６年 
10月９日（金） 

・保護者のつながりづくり ・就学時健康診断参加保護者、地域
人材等(44人) 

 

【地域人材による研修会の様子】 

 

【チーム名を考える会議の様子】 



令和６年 
10月16日（金） 

・保護者のつながりづくり ・就学時健康診断参加保護者、地域
人材等(42人) 

令和６年 
10月23日（水） 

・講義、ワークショップ「ほめ方・𠮟り方」 
・交流 

・こすもすくーる保護者、地域人材
等(18人) 

令和７年 
１月 20日（月） 

・講義、ワークショップ「思春期・反抗期の関わり方」 
・交流 

・大洗町立第一中学校保護者、地域
人材等（11人） 

令和７年 
１月 24日（金） 

・講義、ワークショップ「ほめ方・𠮟り方」 
・交流 

・大洗かもめ保育園保護者、地域人
材等（33人） 

令和７年 
２月 21日（金） 

・保護者のつながりづくり ・大洗町立南中学校保護者、地域人
材等（21人） 

令和７年 
６月 26日（木） 

・つながりづくり（すごろくトーク） 
・自己肯定感を育むヒント 

・大洗町立南中学校保護者、地域人
材等（38人） 

令和 7年 
7月 9日（水） 

・つながりづくり 
・自己肯定感を育むヒント 

・こすもすくーる保護者、 
地域人材等（14人） 

令和７年 
９月 16日（火） 

・つながりづくり 
・自己肯定感を育むヒント 

・大洗町立大洗小学校保護者、 
地域人材等（34人） 

令和７年 
10月 3日（金） 

・つながりづくり 
・自己肯定感を育むヒント 

・大洗町立南小学校保護者、 
地域人材等（23人） 

令和７年 
10月８日（水） 

・つながりづくり 
 

・就学前健康診断参加保護者、 
地域人材等（70人） 

令和８年 
１月 22日（木） 

・つながりづくり 
・自己肯定感を育むヒント 

・大洗町立第一保育所保護者、 
地域人材等（11人） 

令和８年 
１月 23日（金） 

・つながりづくり 
・自己肯定感を育むヒント 

・大洗かもめ保育園、 
地域人材等（22人） 

令和８年 
2月 3日（火） 

・つながりづくり 
・自己肯定感を育むヒント 

・大洗町立第一中学校保護者、 
地域人材等（７人） 

＜工夫点・留意点＞ 
・令和５年度まで、依頼があった学級のみに実施していた社会
教育主事による家庭教育学級を、地域人材との交流を加えて、
全家庭教育学級で実施する研修プログラムとして開発した。 
・開発した研修プログラム普及の一環として一部、水戸教育事
務所主催管内家庭教育支援担当者研修と同時開催した。 
・大洗町社会教育主事のネットワークにより、地域人材に家庭
教育学級への協力依頼を行った。 
・地域人材は、社会経験や子育て経験を生かして、保護者とグル
ープワークを行いながらつながりづくりに努めた。 
・研修会のテーマは、令和６年度は各家庭教育学級の希望によ
り決定し、令和７年度は内容を統一。 
・次年度小学校入学を控える保護者同士の横のつながりを図る
ため、就学時健康診断時に実施した。 
・外国籍の保護者が多い家庭教育学級で開催した際は、教職員・
保育士等と連携を図り、スムーズなコミュニケーションが図
れるよう留意して実施した。 

 
 

エ 家庭教育学級（まなんでHAPPYプログラム） 
〇目 的：親子体験活動を取り入れた家庭教育学級プログラムの実施を通して、家庭教育における体験活

動の重要性について、保護者が新たな気付きや学びを得ることを目指す。 
〇回 数：14回（町内幼保小中学校×２回） 
期日 内容 対象者 

令和６年 
９月３日（火） 

・親子講話「性ってなんだろう？～幸せな
大人へのステップ～」 
・講師：生と性のはぐくみ研究室はぐラボ
中井 聖 氏 

・大洗町立第一中学校保護者、 
３年生徒等(78人) 

令和６年 
９月５日（木） 

・親子講話、音楽鑑賞等 
「盲導犬とあなたの学校へ行くよ」 
・講師：村上 真理子 氏 

・大洗かもめ保育園保護者、 
園児等(61人) 

令和６年 
10月17日（木） 

・親子体験活動「海の生き物」 
・講師：大洗文殊塾講師 

・大洗町立祝町幼稚園保護者、 
園児等(12人) 

令和６年 
11月15日（金） 

・親子体験活動「バルーンアート体験」 
・講師：大森 佑樹 氏 

・大洗町立南小学校保護者、 
１年生児童等(50人) 

 

【保育所での家庭教育学級の様子】 

 

【地域人材も参加し保護者と交流】 



令和６年 
12月18日（水） 

・親子講話、ワークショップ、調理実習、「減災教室」 
・講師：いばらきコープ生活協同組合 

・大洗町立南中学校保護者、 
３年生徒等(61人) 

令和７年 
１月 17日（金） 

・親子音楽鑑賞、絵本読み聞かせ 
「音楽とおはなし」 
・講師：佐々木 静江 氏 

・大洗町立第一保育所保護者、 
園児等(47人) 

令和７年 
１月 23日（木） 

・親子読み聞かせ「お話の部屋」 
・講師：大洗文殊塾講師 

・こすもすくーる保護者、 
園児等(31人) 

令和 7年 
7月 9日（水） 

・親子調理活動「マドレーヌづくり」 
・講師：まちのパティシエ 

・こすもすくーる保護者、 
園児等（20人） 

令和 7年 
９月５日（金） 

・親子体験活動「バルーンアート体験」 
・講師：大森 佑樹 氏 

・大洗かもめ保育園保護者、 
園児等（52人） 

令和 7年 
９月 26日（金） 

・親子体験活動「バルーンアート体験」 
・講師：大森 佑樹 氏 

・大洗町立第一保育所保護者、 
園児等(31人) 

令和７年 
９月 30日（火） 

・親子体験活動「ガラスアート職人体験」 
・講師：池田 和弓 氏 

・大洗町立第一中学校保護者、 
生徒等（４人） 

令和７年 
12月12日（金） 

・親子体験活動「ヒップホップダンス体験」 
・講師：Studio Growing 飯干 裕太 氏 

・大洗町立大洗小学校 2年生保
護者、児童等（100人） 

令和８年 
１月 30日（金） 

・親子体験活動「バルーンアート体験」 
・講師：大森 佑樹 氏 

・大洗町立南小学校保護者、 
児童等(42人) 

令和８年 
２月 20（金） 

・親子体験活動「プリザーブドフラワー」 
・講師：鬼沢 陽子 氏 

・大洗町立南中学校保護者、 
生徒等（61人） 

＜工夫点・留意点＞ 
・令和５年度まで、各家庭教育学級において任意で計画され
ていた親子体験活動を、全学級で実施する研修プログラム
として開発した。 
・各家庭教育学級において充実した親子体験活動を計画す
るため、全体研修会において、大洗町生涯学習ボランティ
ア人材バンクや水戸生涯学習センターによる「いばらきス
クールサポート」の活用方法について説明を行った。 
・学級長、学校担当者と講師との打ち合わせをコーディネー
トした。 
・令和７年度は、地域人材の持続的な活用へとつなげるた
め、町の報酬規程に準じて地域人材へ謝金の支払いを行っ
た。 

 
 
 

オ 専門家による支援員研修会 
〇目 的：子どもや保護者への対応、ほめ方・𠮟り方、自 

己肯定感・自己有用感の高め方などについて、 
子育て支援に関わる人材が新たな気付きや学 
びを得ることを目指す。 

〇回 数：１回 
期日 内容 出席者等 
令和７年 
10月 30日（木） 

○支援員研修会（60分） 
・演題：地域で育む子どもの安心と自信 
～支援者としてのまなざしと実践を考える～ 
・講師：茨城キリスト教大学文学部 

教授 中島 美那子 氏 

放課後児童クラブ・ 
放課後子ども教室の支援員・ 
地域人材・ 
こども課職員・生涯学習課職
員 （40人） 

＜工夫点・留意点＞ 
・子育て支援の質の向上を目的とし
て、令和７年度に集合型の研修会を
実施した。 
・子育て支援に関わる研修を深めるた
め、支援員だけでなく、こども課職
員や生涯学習課職員、地域人材等も
研修会にも参加できるようにした。 

 
 
 
 

 

【親子でプリザーブドフラワーづくり】 

 

【親子で楽しくバルーンアート体験】 

  
【講演をする中島 美那子 氏】 【講演を熱心に聞き入る参加者】 



③ 実践（※実践活動及び検証・改善等） 
ア 子育て当事者同士の交流の場の提供 
期日 内容 対象者 

令和６年 
12月 14日（土） 

〇家庭教育合同講演会 
・講演「自分も相手も大切にできる社会って、どんな社会？
～性的マイノリティ理解を通して～」 
・講師：特定非営利活動法人RAINBOW 茨城 滑川 友理 氏 

・家庭教育学級委員、教職員、地域住 
民等（62人） 
※大洗町教育委員会主催人権研修会
と同時開催 

令和７年 
３月２日（日） 

〇生涯学習フェスティバル 
・お菓子づくり体験活動 

・協力者 
地域人材（３人） 

令和７年 
12月 6日（土） 
 

○家庭教育学級合同講演会 
・「リズムが変われば、人生が変わる」 
・講師：睡眠カウンセラー 黒木 道子 氏 

・家庭教育学級委員、教職員、 
地域住民等（55人） 

 
令和８年 
３月１日（日） 

〇生涯学習フェスティバル 
・子育て情報誌の配布、お菓子づくり体験活動 

・協力者 
地域人材（６人） 

＜工夫点・留意点＞ 
・家庭教育合同講演会は、地域連携協働事業創出事業として実施した。また、人権研修会を同時開催した。 
・令和５年度までは、家庭教育学級委員を対象に講演会のみ実施していたが、子育て当事者同士の交流の場 
とするため交流会を加えて実施し、関係者や地域住民に広く広報を行った。 
・子育て当事者同士の交流や子育て支援の場を創出するため、生涯学習フェスティバルでのお菓子づくり体 
験活動では、家庭教育学級で協力を得た地域人材を活用した。 

   

【講演をする滑川 友理 氏】 【講演をする黒木 道子 氏】 【お菓子づくりのブースに協力する地域人材】 
 
イ 「家庭教育・こども・子育て」支援に係る行政サービスの効果的な情報提供  
期日 内容 対象者 

令和７年３月２日（日） 〇大洗町子育て情報誌「にこにこ」の配付 ・保護者等 

令和８年３月１日（日） 〇大洗町子育て情報誌「にこにこ」の改訂・配布 ・保護者等 
＜工夫点・留意点＞ 
・子育て情報誌は、教育委員会（学校教育課、生涯学習課）、こども課、
福祉課、住民課の「家庭教育・こども・子育て」支援に関する情報を
集約して作成した。また、事業見直しも反映して改訂を行った。 
・情報誌の配付については、生涯学習フェスティバルに来場した保護者
を中心に配付。また、学校や幼児保育施設を通して保護者に配付。更
に、各課の子どもを対象とした検診やイベント等での利活用を図る。 
・子育て当事者に対して効果的な情報提供を行うため、子育て情報誌及
び県「家庭教育応援ナビ」等について、町のホームページや SNS、マ
チコミメールを活用して周知を行う。 

４  プログラム全体の検証  
(1) 成果  
○大洗町社会教育主事のコーディネートにより、教育委員会（学校教育課、生涯学習課）、こども課、福祉課
との関係者会議を計画的に実施することで、各課の取組についての相互理解が深まり、「家庭教育・こども・
子育て」支援に関する事業の一体的推進が実現した。 
・学校教育課と生涯学習課の連携による家庭教育支援に係る研修プログラムの開発  
・「家庭教育・こども・子育て」支援に関する情報を一元化した「子育て情報誌」の発行 
・「子育て情報誌」と県就学前教育・家庭教育推進室の「家庭教育応援ナビ」の保護者への周知 
○充実した家庭教育支援に係る研修プログラムの実施により、保護者の家庭教育に関する知識や
スキルの向上及び、保護者同士、地域人材と保護者のつながりづくりを図ることができた。 

〇「家庭教育・こども・子育て」支援に関わる人材育成及びネットワークづくりを図ることができた。
地域人材が家庭教育学級や生涯学習フェスティバル等に参加でき、子育て当事者同士の交流や
子育て支援の場を創出することができた。  

(2) 課題  
○各家庭教育学級へ参加する保護者増の方策  
○子育て支援人材育成研修の拡充（就学前教育・家庭教育推進室の講座等の活用）  
○保護者やこどもの多様な居場所づくり  

 

【子育て情報誌を配付中】 


